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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

第68回国民体育大会
（スポーツ祭東京2013・東京多摩国体）
日程　9月29日㈰～10月2日㈬
会場　羽村市スポーツセンター　種目　バレーボール競技（成年女子）

　6月16日㈰スポーツセンターで、第68回国民体育大会(スポーツ祭東京2013・東京多摩国体)の炬火イベ
ントを行いました。
　ボーイスカウト羽村第一団、ガールスカウト東京都第196団の皆さんと市内の中学生が、
舞ぎりによって火をおこし、並木市長により炬火台に彩火されました。
　この火は、9月28日㈯に味の素スタジアムで行われる総合開会式で、各市町村でおこ
された火と合わせ炬火台に彩火されます。

　炬火イベントを
　　　　行いました
　炬火イベントを
　　　　行いました

きょきょ かか

※炬火は会期中、選手の活躍を見守る火で、
　オリンピックでいう聖火にあたるものです。
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少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

（
平
成
24
〜
33
年
度
）

　

社
会
経
済
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、

物
の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
が
求
め

ら
れ
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
過
ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
羽
村
市
に
お
け
る

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
「
羽
村

市
生
涯
学
習
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
特
徴

　

こ
の
計
画
は
、
「
第
五
次
羽
村
市
長

期
総
合
計
画
」
と
の
整
合
を
図
り
、
幅

広
い
生
涯
学
習
関
連
施
策
を
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
学
ぶ
人
の
視
点
か
ら
総

合
的
に
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
期
（
０
〜
５
歳
）

○
少
年
期
（
６
〜
15
歳
）

○
青
年
前
期
（
16
〜
22
歳
）

○
青
年
後
期
（
23
〜
39
歳
）

○
壮
年
期
（
40
〜
64
歳
）

○
高
齢
期
（
65
歳
以
上
）

　

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
の
推
進
、

点
検
及
び
評
価
を
市
、
市
民
及
び
団
体

等
が
連
携
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
生
涯
学
習
に
造
詣
の
あ
る

方
や
市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
、
公

共
的
な
団
体
、
市
民
公
募
か
ら
構
成
す

る
生
涯
学
習
基
本
計
画
推
進
懇
談
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
年
４
回
（
予
定
）
開
催
し
、

生
涯
学
習
関
係
施
策
の
推
進
・
充
実
に

向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
、
市
長
に
報

告
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画

推
進
懇
談
会

楽しく学び
つながり
活かす

生涯学習生涯学習

羽村市生涯学習基本計画推進懇談会委員
（敬称略）

「
○
○
な
ら
自
信
あ
り
！
」

「
□
□
に
も
っ
と
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」

「
人
に
こ
の
技
術
を
伝
え
た

い
！
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

い
い
か
ら
人
に
教
え
た
い

な
ぁ
！
」
と
思
っ
た
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
か
！

　

そ
ん
な
人
と
何
か
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
団
体

や
個
人
を
結
ぶ
も
の
、
そ
れ

が
「
は
む
ら
人
ネ
ッ
ト
」
で

す
。

　

特
技
・
技
術
・
知
識
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人
、
「
は
む

ら
人
ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た

と
い
う
人
は
、
生
涯
学
習
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
は
む
ら　
　

ネ
ッ
ト
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課
生
涯

　

学
習
推
進
係　

内
線
362

楽しく学び つながり

活かす
生涯学習

ひと

人

生涯学習に造詣の
ある者

金子　秀夫

藤澤　昌一

岸浪　一正

市野　　明

加藤　純夫

井上　寛子

日請　正和

指田洋次郎

大瀧　由章

指田　幸三

巖川　裕士

小倉　　勇

熊切　康雄

藤田　能成

村上ひかり

◎

○

社会教育関係団体
からの推薦

公共的な団体等から
の推薦

市民公募委員

◎会長　○副会長



少
年
期

◆市には、高等学校等への入学資金の融資をあっせんする制度があります
　平成26年度に高等学校等に入学する児童等の保護者が入学の際に要する資金の調達が困難な
場合、入学資金等の融資を市内の金融機関にあっせんし、その融資に対する利息等を全額補助
する制度です。詳しくは「はむらの教育」9月1日号でお知らせします。

問合せ　生涯学習総務課総務係　内線352

奨学金制度（進学ローン）などのご案内
高等学校や大学等の入学金や授業料などに係る奨学金制度をご利用ください。

制　　　度

日本学生支援機構奨学金
(旧日本育英会)

日本学生支援機構(奨学
事業部)0570-03-7240

㈶東京都私学財団
03-5206-7929(直通)

㈶東京都私学財団
03-5206-7925(直通)

㈶東京都私学財団
03-5206-7925(直通)

㈶東京都私学財団
03-5206-7926(直通)

羽村市子ども家庭部子
育て支援課 555-1111
内線239

㈳羽村市社会福祉協議会
554-0304

㈳羽村市社会福祉協議会
554-0304

㈳羽村市社会福祉協議会
554-0304

日本政策金融公庫(教育
ローンコールセンター)
0570-008656

㈶交通遺児育英会
0120-521-286

あしなが育英会
0120-77-8565

㈶出光文化福祉財団
03-5428-6203

30,000円～
(貸付月額)

18,000円～
(貸付月額)

118,800円～
(年額支給)

102,800円～
(年額助成)

200,000円
(入学時貸付)

18,000円～
(貸付月額)

200,000円
(貸付限度額)

～65,000円
(貸付月額)

500,000円
(貸付限度額)

3,000,000円
(貸付限度額)

25,000円～
(貸付月額)

随時

随時

随時

随時

随時

随時

随時

60,000円
(年額助成)

20,000円～
(貸付月額)

私立高等学校等授業料軽減
助成金

私立高等学校等入学支度金
貸付制度

東京都母子(女性)福祉資金
(修学資金)

東京都 受験生チャレンジ
支援貸付事業

生活福祉資金教育支援資金
教育支援費(授業料等)

生活福祉資金教育支援資金
就学支度費(入学金)

東京都育英資金

私立高等学校等就学支援金

国の教育ローン

交通遺児育英会奨学金

あしなが奨学金

交通遺児助成金

対　　象 貸付・助成
金　額 申込期間 問合先大 専 高

※対象や手続きなど詳しくは、問合先へ

入学先の学校
が指定する日
までに学校を
通じて申し込
んでください。

直接問い合わ
せてください。

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3 はむらの教育 ２5.7.1



4はむらの教育 ２5.7.1

少
年
期

5 はむらの教育 ２5.7.1

少
年
期

つなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう 育てよう いっしょにつなごう 育てよう いっしょに

紹介します！ 小中一貫教育の取組み紹介します！ 小中一貫教育の取組み 　小中一貫教育の取組みとして、今回は羽村学から中学生の救急救命講習会、人間学から職場体
験学習の様子を紹介します。

【羽村学（郷土学習）】後期「羽村の明日をつくる」
　６月に羽村第一中学校・羽村第二中学校の２年生と３年生、羽村第三中学校の２年生は、
BLS（一次救命処置）のひとつとして心肺蘇生法（CRP）とAED（自動体外式除細動器）の操
作法を学びました。これは、非常時や災害時に地域の傷病者救助等の手助けができる実践力を
高めるとともに、自覚と責任を持った社会人として地域に貢献することができる資質・能力を
育成することを目標にしています。
　生徒たちは杏林大学の学生の皆さんのから、救急隊が到着するまでの間にその場に居合わせ
た人が応急手当を行った結果、尊い命が救われた事
例などを聞きました。
　実技では、心臓の位置、肋骨圧迫の位置や圧迫の
強さと速さなどを人形を使って具体的に学びました。
　けが人や急病人が発生した場合、その場に居合わ
せた人による応急手当が必要だと学びました。119
番通報から救急車が到着するまでの間、かけがえのな
い命を救うために全員が真剣に取り組んでいました。

【人間学（キャリア教育）】後期「社会へ向かって」
　職場体験学習は人間学（キャリア教育）のひとつとして、働くことの意義、働くことの楽し
さや大変さなど、プレゼンテーションや事前体験を通して学びます。その後、実際に５日間職
場で働くことで、積み上げてきた学びを実感し、現在や将来についての生き方を模索すること
を目標としています。

　５月20日から５月24日まで、羽村第二中学校２年生
全員が、市内事業者の協力を得て職場体験学習を行い
ました。
　10月には羽村第一中学校、11月には羽村第三中学
校のそれぞれ２年生がさまざまな職場に分かれて体
験学習を行います。
　職場体験学習をもとに、働くことの意義や大切
さ、責任について考えます。この体験により、将来
の自分の職業について考える機会をもたせたいと思
います。

問合せ　学校教育課指導係　内線 378・379

小中一貫教育とは
　児童・生徒の発達段階に応じた指導を効果的に行うため、義務教育9年間を前期（４年間）・中期
（３年間）･後期（２年間）の３つに区分し、きめ細かい指導を実施するとともに、小学校と中学校
のカリキュラムを円滑に接続し、児童・生徒の学力の向上や望ましい健全育成を図る取組みです。

羽村独自の特色ある学習
　小中一貫教育の取組みには、羽村独自の特色ある学習として、小学校１年生からの英語教育、
羽村の郷土について学ぶ「羽村学（郷土学習）」と、人間としての生き方を学ぶ「人間学（キャ
リア教育）」があります。

◆救急救命講習

◆職場体験学習

前期 中期 後期

テーマ
羽村学
(郷土学習）

人間学
(キャリア
教育）

英語教育 聞くこと・話すこと

「羽村に親しむ」 「羽村にかかわる」 「羽村の明日をつくる」

玉川上水について調べ
よう など

稲作体験をしよう
など

防災について学ぼう
【救急救命講習】など

「友達と学ぼう」 「自分を見つめよう」 「社会へ向かって」

むかしあそびをしよう
動物飼育体験をしよう
など

身近な職業調べを
しよう など

職場体験をしよう
【職場体験学習会】など

読むこと・書くこと

主な
取組み

テーマ

主な
取組み

英語教育 羽村学（稲作体験）

小学校1年生から4年生 小学校5年生から
中学校1年生

中学校2年生から3年生
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少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

『
自
分
を
愛
す
る
力
』

　

夏
期
の
開
館
時
間
を
次
の
と
お
り
延
長

し
ま
す
。

期　

間　

８
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

　

本
館…

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

小
作
台
図
書
室…

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

毎
週
月
曜
日
と
８
月
15
日（
木
）の
館
内

整
理
日
は
休
館
日
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
お
答
え
し
て
、

雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
雑
誌
を
増
や
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
系
６
誌
、
園
芸
５
誌
、
総
合
誌

４
誌
な
ど
計
38
種
類
で
、
全
体
で
１
５
１

種
類
と
な
り
ま
し
た
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
図
書
館
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
ま
た
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

図
書
館
司
書
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
し
・
返
却
の
仕

事
や
、
本
の
分
類
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日　

時　

７
月
31
日（
水
）午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
２
日（
火
）午
前
10
時
か

　

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ

　

時
代
小
説
や
一
般
小
説
、
詩
な
ど
の
朗

読
を
Ｃ
Ｄ
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

活
字
を
読
む
と
目
が
疲
れ
て
し
ま
う
人

や
、
就
寝
前
に
横
に
な
り
な
が
ら
聞
き
た

い
人
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
外
に
持
ち
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

導
入
を
始
め
た
ば
か
り
で
種
類
は
少
な

い
で
す
が
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

デ
イ
ジ
ー
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
）
図
書
は
、

障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
音
訳
資
料

で
す
。
ま
だ
種
類
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
説
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

図
書
館
に
あ
る
目
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
専
用
機
器
等
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
は
じ
め
て
利
用
す
る
と
き
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
上
図
書
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
と
はD

igital　

A
ccess-

　

ible Inform
ation System

の
略
で
、

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
活
字
を

読
む
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
開
発

さ
れ
た
国
際
標
準
規
格
で
す
。

　

夏
休
み
に
図
書
館
の
仕
事
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
る
中
学
生
・
高
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

日　

時　

８
月
７
日（
水
）、
８
日（
木
）、

15
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

対　

象　

市
内
在
住
の
中
学
生
ま
た
は
、

高
校
生
で
、
右
記
の
日
程
の
内
、
２
日

間
以
上
参
加
で
き
る
人

定　

員　

10
名（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
17
日（
水
）午
前
10
時
か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ

　

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
羽
村
駅
西
口
連
絡
所

（
西
多
摩
農
協
本
店
内
）と
三
矢
会
館
連
絡

所
に
新
設
し
ま
し
た
。

※

連
絡
所
の
開
所
時
間
は
、
午
前
９
時
〜

午
後
１
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）で
す
。

問
合
せ　

図
書
館

図
書
館
か
ら

▼
夏
期
早
朝
開
館
の
お
知
ら
せ

▼
雑
誌
の
種
類
が
増
え
ま
し
た

▼一
日
司
書
体
験

▼
朗
読
C
D
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た

▼
Ｙ
Ａ（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
）

　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

▼
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
新
設
し
ま
し
た

▼
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期

　

先
日
、
教
育
委
員
会
学
校
訪
問
で
訪
れ
た
栄

小
学
校
は
、
今
年
度
、
東
京
都
教
育
委
員
会
か

ら
理
数
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
校
と
し
て
都
内
50
校
の

う
ち
の
１
校
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
が
理
数
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

校
を
指
定
し
て
い
る
目
的
は
「
科
学
技
術
を
担

う
人
材
の
育
成
」
「
科
学
に
関
す
る
基
礎
的
素

養
を
児
童
・
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
」
と
の

こ
と
だ
。

　

元
来
、
我
が
国
は
工
業
大
国
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
地
位
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
羽
村
市
に
お
い
て
も
、
高
度
成
長
期

以
降
の
工
場
誘
致
な
ど
で
財
政
基
盤
を
健
全
化

し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

　

栄
小
学
校
が
羽
村
市
の
理
数
教
育
の
中
核
的

な
役
割
を
担
い
、
理
科
好
き
、
算
数
好
き
な
児

童
が
増
加
し
、
次
代
の
羽
村
市
を
担
う
人
材
を

育
成
し
、
そ
し
て
日
本
の
工
業
大
国
復
権
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会
委
員
長　

島
田
哲
一
郎

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
を

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、
夏
休
み
期
間
に

青
少
年
の
学
習
の
場
所
と
し
て
創
作

室
を
開
放
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
23
日
（
火
）〜
８
月

25
日
（
日
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
閉
室
し
ま

す
。）

　

一
般
利
用
に
よ
り
開
放
で
き
な
い

日
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
の
状
況
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と

ろ
ぎ

　

は
む
ら
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
む
す
ぽ
の
「
西
多
摩
ジ
ュ
ニ
ア
体

操
ク
ラ
ブ
」
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
へ
、「
室
内
用
鉄
棒
」
と
「
マ
ッ

ト
」、「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室

無
料
開
放

寄　

贈

I N FORMAT ION
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8はむらの教育 25.7.１

　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
０-

２
５
５
８-

１
０
１
０

羽
村
市
文
化
協
会

　

５
月
25
日（
土
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
で

文
化
協
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報

告
、
規
約
の
一
部
改
正
、
役
員
理
事
の
選
出
・
承
認
、
平
成
25

年
度
の
事
業
計
画
、
会
計
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

 

新
し
い
役
員
理
事
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
循
環
型
生
涯
学
習

を
更
に
推
進
し
、
羽
村
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
と
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
懐
か
し
い
ラ
テ
ン
音
楽
を
生
演
奏

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月
31
日（
土
）正
午
〜
０
時
45
分

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
ロ
ビ
ー

出　

演　

法
政
大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

平
成
25
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

第
42
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　5月18日（土）生涯学習センターゆとろぎで平成25年度通常総会を開催しました。
　平成24年度事業報告、決算報告、平成25年度事業計画、予算が承認されました。

会　長　田村　義明
副会長　本田　文栄、天野　春夫
専 務 理 事  岸浪　一正
常 務 理 事  宮林　眞人
総 務 部 長  宮下ミネ子
事 業 部 長  田村志津子
指導広報部長　中溝　正治

１　加盟団体の組織の育成・強化
２　未組織スポーツ団体の育成
３　市民皆スポーツの推進
４　スポーツによる青少年健全育成
５　スポーツ指導員体制の充実
６　賛助会員の充実と財源の確保

平成25年度通常総会を開催しました

役　　員 事 業 推 進 目 標

TEL.555-1698特定非営利活動法人 羽村市体育協会
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